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Ⅰ はじめに

本書の目的は，なぜアルゼンチンは偉大な国家に

なるために必要なすべての条件を備えていたにもか

かわらず，政治・経済の両面において混乱した国家

となってしまったのか，という疑問に答えることで

ある（注１）。１９世紀末葉のアルゼンチンはヨーロッパ

先進諸国と並ぶ世界有数の大国であり，スペイン文

化とヨーロッパ文化が混在する首都ブエノス・アイ

レスは多くの欧米人を魅了した。しかし，近年のア

ルゼンチンの政治・経済の混乱は過去の栄光を色あ

せたものにしていることは誰もが認める事実であろ

う。

テュレーン大学（Tulane University）教養学部歴

史学科の教授マクラクラン（Colin M. MacLachlan）

は，大国となる潜在性を備えていたアルゼンチンに

慢性的な政治・経済の混乱をもたらしたのは誰か，

あるいは何なのかを追究するために，１９世紀初頭の

独立期から現代にいたるまでの２００年間のアルゼン

チン史を考察していく。まずは本書の構成を以下に

記す（注２）。

序 論

第１章 帝国の外辺

第２章 妥協

第３章 都市の現実

第４章 寡頭制と対決する

第５章 ペロンの時代

第６章 遠い影

第７章 プロセソの陰鬱な影，メネム，そしてネ

オ・リベラリズム

結 論 誰の，または何のせいか？

Ⅱ 各章の概要

以下で各章の概要をみていきたい。

序論はアメリカの著名な作家で本書刊行時にテュ

レーン大学に所属していたブリンクリー（Douglas

Brinkley）によって書かれている。ブリンクリーに

よると，政治エリートたちによる近代化政策の結

果，１９世紀最後の１０年間においてアルゼンチンの

GDPはアメリカ合衆国のそれに接近し大国となる

約束に実質が与えられたという。ところが，２０世紀

の後半には経済危機に見舞われ，南米地域の経済的

リーダーから貧困国へと没落していく。ブリンクリ

ーはアメリカもアルゼンチンと同じ轍を踏まないよ

う，同国の歴史を学ぶ必要があると警告する。

第１章は，リオ・デ・ラ・プラタ連合州が成立し

た１８１６年から，独裁者ロサス（Juan Manuel de Ro-

sas）が失脚する５２年までの時期を扱っている。現

在アルゼンチンと呼ばれる地域は，スペイン・ブル

ボン王朝が１７７６年にリオ・デ・ラ・プラタ副王領を

設置してから本格的な発展を遂げ，特にブエノス・

アイレスは各国の商人が活躍する国際色豊かな都市

として繁栄し商人コミュニティは政治的力をもつよ

うになった。著者はこの発展の中で国家形成をめぐ

って２つの見解が対立したことを指摘する。

第１のものは，物質的進歩を推し進めていくため

に強力な中央集権化国家を形成すべきだという考え

であり，もうひとつは，旧宗主国スペイン国王の権

威を利用し各州の独立性を認めた緩やかな統一国家

を形成すべきだという考えである。かかる見解の相

違は中央集権派と連邦主義派を形成するが，ブエノ

ス・アイレス州のロサスの登場によって後者が勝利

する。カウディーリョ（caudillo，地方ボス）と呼

ばれたロサスは，族長的システム（patriarchal sys-

tem）に基づいて強権的な政治を行ったという。

第２章は，アルゼンチン史において１９世紀半ばか

ら２０世紀初頭にかけての「黄金時代」と呼ばれる時

期を扱っている。連邦主義者ロサス失脚後，中央集

権派によってアルゼンチンは，ヨーロッパ諸国に対
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する農牧産品（牛肉と小麦）輸出と積極的な移民受

入や外資導入政策によって未曾有の経済発展を遂げ

ることとなる。この発展は１８９０年のベアリング危機

（Baring Crisis）によって中断されたが第一次世界

大戦にいたるまで続いた。

しかし著者によると，連邦主義派と中央集権派の

争いは，平等な共和国の形成という目標を挫折させ

国政を牛耳る地方ボスによる寡頭制の出現を惹起し

たという。彼らは大土地を所有する少数グループで

あり，経済的には共通の目的をもっているが，その

出自は旧スペイン植民地官僚と同盟した商人土地所

有者（merchant−landholders）と，主にイギリスか

らの移民出身者とに分かれていたという。彼らはロ

サス時代に確立された族長的システムに依存する一

方で，ヨーロッパをモデルとしたクラブや社交界，

そして婚姻によって結びつきを強め，土地・財産と

政治的地位を分配しあい，１８７０年代までに寡頭制を

確立した。本章で紹介される大地主ロペス（Ramón

Ropez de Alsaga）の広大なエスタンシア（大農場）

の描写は非常に印象深い。

第３章は，１９世紀末から２０世紀初頭のブエノス・

アイレスの実態について記されている。本章で著者

が指摘している重要な点は以下の２点である。

第１に，ナショナリストと中産階級の勃興である。

これら２つの勢力は寡頭制を揺るがす勢力となる一

方で国家を分断する要因となっていく。前者は，ク

リオーリョ（criollo，アメリカ生まれのスペイン人）

の文化の中に真のアルゼンチン性（Argentinidad）

を求める人々であり，多くの優れた論客をもち国家

の危機を訴えることによって国民を扇動したという。

一方，都市化の進行に伴って専門職，教員，軍の将

校などの職が増大し，財産や縁故をもたない移民に

出世の機会を提供した。これらの職業に就く中産階

級の人々は急進党の支持基盤となり寡頭制に挑戦し

ていくこととなる。

第２に，ブエノス・アイレスにおける劣悪な労働

環境とエリート文化の間の断絶である。著者による

不衛生な食肉包装工場やスラム街の生活の叙述と，

欧風カフェやイギリスのデパート・ハロッズ（Har-

rods）が立ち並ぶフロリダ通りや，ミラノ劇場の２

倍の規模を誇るコロン劇場の描写は実に対照的であ

る。我々は１９世紀末葉から２０世紀初頭におけるブエ

ノス・アイレスの国際色豊かな繁栄にのみ目を奪わ

れがちだが，著者の叙述はその影の部分も十分伝え

ている。

第４章では２０世紀初頭から１９４５年のペロン政権成

立までの時期が扱われ，寡頭制の動揺と復活につい

て描かれている。著者は寡頭制に対する挑戦をイデ

オロギー的なものと非イデオロギー的なものに分け

る。前者は社会主義者フスト （Juan Bautista Justo）

による雑誌を通しての挑戦であり，後者は１８８９年に

青年市民同盟を結成したアレム（Leandro Nicebro

Alem）の武装蜂起による挑戦である。アレムが党

の分裂に悩み自殺した後，寡頭層との妥協を図る彼

の甥イリゴジェン（Hipólito Yrigoyen）が１９１６年に

政権を握り，１９世紀末葉から続く寡頭制に一応の終

止符を打つこととなる。

次に著者は１９３０年代不況期に再び出現した寡頭制

について叙述する。１９２０年代を通して続いた急進党

政治は３０年に勃発した軍のクーデターによって崩壊

し，３２年には寡頭層，州の政治家，急進党の一部，

そして軍を糾合した保守連合政権（Concordancia）

が成立した。著者は同政権下で遂行された親英的経

済政策（１９３３年の通商協定締結など）や，それを痛

烈に批判したナショナリストの動向について叙述し

ている。寡頭層は賄賂や不正選挙などの手段を用い

ることで１０年余り政権を維持したが，１９４３年の軍内

の統一将校団（Grupo de Oficiales Unidos）による

クーデターによって最終的な崩壊を余儀なくされた。

第５章において著者は，熱狂的な労働者の支持を

得て成立したペロン政権（Juan Domingo Perón，

在職１９４６～５５，７３～７４年）が，経済政策の失敗によ

って崩壊していく過程を，彼の生い立ちや妻のエビ

ータ（Eva Perón）に関する興味深いエピソードと

ともに描いている。

ペロンは統一将校団に属すことによって軍内にお

ける立場を確立する一方で，労働局長としての活動

を通して労働者の支持を獲得した。大統領就任後ペ

ロンは，自給自足経済（重工業育成）と階級調和を

政策目標として掲げ，国家統制経済の確立を急ぐこ
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ととなる。この過程で生じた大地主の反発に対して

は弾圧（逮捕や拘留）と融和（公職の提供など）に

よって対処したという。

また，ペロン政権による五カ年計画（１９４７～５２年）

の失敗について記されている。その失敗の原因は以

下の２点に集約される。第１に重工業の生産性が伸

び悩む一方で，労働者に対する手厚い賃金がインフ

レを惹起したことである。ペロンにとって賃金とは

時間と労働の対価ではなく政治的報酬であったとい

う。第２に，国家貿易局創出による農牧産品の最低

価格による買い上げ政策である。この政策は地主に

よる耕作放棄を招き農牧産品輸出の停滞を招いた。

著者はペロンについて，「政治的戦略は理解してい

たが経済的なそれは理解していなかった」と総括し

ている。国家の経済的疲弊を招いたペロンは軍内の

反ペロン派に追放されることとなる。

第６章がカバーする１９５５～８２年までの約３０年間は

軍政の時代である。アルゼンチン史において軍は，

政治・経済の混乱期においてたびたび政治の表舞台

に登場するが，いずれも短期間で退いていった。し

かし，オンガニーア政権（Juan Carlos Onganía，在

職１９６６～７０年）やビデラ政権（Jorge Rafael Videla，

在職１９７６～８１年）は長期政権の維持に成功した。本

章では両政権下におけるアルゼンチンの異常な状態

が描かれている。

特に印象深いのは，１９７６～８３年の間に実施された

「国家改造過程」（Proceso de Reorganización Na-

cional，通称プロセソ）に関する叙述である。軍事

政権に対抗して結成されたペロン主義派のテロ組織

は，元大統領の誘拐・暗殺事件を起こすほど過激な

ものとなっていた。軍政はこれらの組織を社会のが

ん細胞と位置付け徹底的な除去を図り，およそ２万

人の民衆を殺害したという。この際政府は，対テロ

作戦のノウハウをアルジェリアでの戦闘経験をもつ

フランスの退役軍人から学んだという興味深い事実

も述べられている。いずれにせよ，著者による軍政

とペロン主義派間の暴力の連鎖に関する叙述は，な

ぜアルゼンチンにおいて健全な政党政治が根付かな

いのかを改めて考えさせる迫力をもっている。

第７章は，ガルティエリ軍事政権（Leopoldo For-

tunato Galtieri，在職１９８１～８２年）崩壊後の急進党

アルフォンシン政権（Raúl Ricardo Alfonsín Foulkes，

在職１９８３～８９年），ペロン主義派のメネム政権（Car-

los Saúl Menem，在職１９８９～９９年），そしてキルチ

ネル政権（Néstor Carlos Kirchner，在職２００３～０７

年）の経済政策を中心に叙述されている。フォーク

ランド紛争によって国民の信用を失った軍は，アル

フォンシンに政権を譲りその後政治の表舞台に登場

することはなくなった。しかし，アルフォンシン政

権における未曾有のインフレや，２００１年１２月の史上

最高額のデフォルト宣言（約１４００億ドル）など，ア

ルゼンチンは経済問題に悩まされることとなる。

では，かかる経済問題を政府はなぜ克服できなか

ったのであろうか。著者はアルフォンシン政権の野

心的な経済計画（アウストラル・プラン）やメネム

政権による１９９１年３月の兌換法を軸とするネオ・リ

ベラル戦略について考察し，前者は政府の支出の抑

制ができずインフレの克服に失敗し，後者はインフ

レを兌換法によって克服したが，輸出収入の減少と

失業の増大によって経済の崩壊を招いたことを示し

ている。さらに，かかるアルゼンチン国内の経済問

題は，IMFや世銀による同国に対する巨額の融資に

よって国際的な問題へと発展していった。著者は経

済政策が長期的視点に基づいて作成されていないこ

とを指摘し，その原因をいまだ根絶されていない軍

の存在に怯え大衆受けのよい政策を実施せざるをえ

ないアルゼンチンの政治風土に求めている。

結論では，これまでの検討をふまえ，政治・経済

の混乱にあえぐアルゼンチンの病巣が明らかにされ

ている。著者は，中央集権派と連邦主義派，地主と

都市労働者，現地人と移民，自由主義派と国家介入

主義派，これらの間に存在する断層によって，アル

ゼンチンは建国以来，国家の基本的な統一を保つこ

とができなかったことを指摘する。同国においては，

一時的な妥協はあっても基本的なコンセンサスを実

現することができない利害関係の衝突が常に存在し

てきたのである。かかる断層は，軍や個人のカリス

マにより一時的に埋め合わされることはあっても，

根本的に修復されることはなかった。そして，この

断層はナショナリストの扇情的な宣伝，政治的な思
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惑によって決定される不公正な経済政策，公正な選

挙や賄賂の禁止などの基本的なルールに基づいた民

主主義の機能不全によって深化していると指摘され

る。

Ⅲ おわりに

いかなる国においても社会の様々なレベルにおい

て断層は存在するが，通常は政治・経済・社会の一

定のルールに対する国民のコンセンサスによって統

一が保たれている。しかし，本書で示されたアルゼ

ンチンの２００年間の歴史は，カウディーリョや寡頭

層，ポピュリスト，そして軍によって覆い隠すこと

ができない深い断層が社会の様々なレベルに存在す

ることを示している。国家の統一を保てないアルゼ

ンチンにおいて，政治・経済の混乱は克服不可能な

のであろうか。

著者は「失敗の見本」として同国の歴史を研究し

ようとする者に対して，アルゼンチンは現在も生命

力と活気のある文化をもっているという事実を認識

すべきだと注意している。また，アルゼンチンの過

去は確かに複雑ではあるが衰退の歴史は決して謎で

はなく，不幸な歴史から決別するために政治家の腐

敗を許すべきではないと主張している。

本書は一次史・資料を用いた実証研究ではないた

め，アルゼンチン史研究者にとっては物足りなさを

感じるであろう。しかし，国家の安定に必要なもの

とは何かを考察しようとする者や，同国の通史を詳

細に知ろうとする者にとっては興味深い書物となろ

う。研究者に限らず幅広い層の読者に読まれること

を希望したい。

（注１） かかる問題に関心のある読者は最近刊行さ

れた佐野（２００９）とConde（２００９）を特に参照された

い。

（注２） 本書には「スコットランド人の国外離散」，

「アルゼンチンにおける英国皇太子」，「ヴィクトリ

ア・オカンポ」，「サッカー」と題された４つのコラム

が挿入されている。
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